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(イ) 

時刻 )10( ≦≦tt において、点 FED ,, は、それぞれ辺 CABCAB ,, を、 

)1(: tt  に内分する。原点Oを基準とした位置ベクトルを考えると 
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このとき、△DEFの重心は 
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△DEFの重心は、時刻 t に関わらず、△ ABCの重心に一致する。 

すなわち、 10 ≦≦t において、△DEFの重心は動かない。(証明終) 

 

(ロ) 

△ ABCの面積を S とする。 

ACtAFABtAD )1(,  であるから、△ ADFの面積は、 Stt )1(  である。 

同様に、△ BDEと△CEFの面積も、 Stt )1(  である。 

△DEFの面積は StSttSttS
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t のとき、最小値
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S
をとるから、△DEFの面積の最小値は、△ ABCの面積の

4

1
倍。……(答) 
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